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ご自由にお持ち帰り下さい。
分かりやすく、楽しく伝える 県広報誌
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抽選で10名様に
詳細はP15を
チェック！
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印
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。
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4 年ぶり
開催へ！ 令和５年１月21日（土）・22日（日）　 10時～17時

は
い
さ
い
！
い
い
そ
ー
ぐ
ゎ
ち
で
ー
び
る（
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
）。

　
県
民
の
皆
様
に
は
、気
持
ち
も
新
た
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、沖
縄
が
本
土
に
復
帰
し
て
か
ら
50
年
の
節
目
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。復
帰
50
周
年

記
念
事
業
と
し
て
、天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
て
の「
美
ら
島
お
き
な
わ
文
化
祭

2
0
2
2
」を
始
め
、政
府
と
の
共
催
に
よ
る「
沖
縄
復
帰
50
周
年
記
念
式
典
」、「
第
７
回
世

界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
」、さ
ら
に
周
年
事
業
と
し
て
は
初
め
て
の
取
組
と
な
る
県
内
高
校

生
が
企
画
立
案
し
、次
世
代
を
担
う
小
中
高
生
が
参
画
す
る
事
業
を
行
う
な
ど
、多
く
の
行

事
を
実
施
す
る
こ
と
な
ど
が
で
き
、本
県
に
と
っ
て
大
変
意
義
深
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

　　
ま
た
昨
年
９
月
、私
は
新
た
に
県
民
の
負
託
を
受
け
、知
事
と
し
て
２
期
目
を
ス
タ
ー
ト
い
た

し
ま
し
た
。２
期
目
の
県
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、誇
り
あ
る
豊
か
な
沖
縄
の
未
来
を
拓
く
た

め
、ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
か
ら
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
へ
と
回
復
を
図
り
な
が
ら
、１
期
目
に
着
手
・
推
進
し

た
施
策
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
、昨
年
５
月
に
策
定
し
た「
新
・
沖
縄
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
各
種
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
特
に
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
の
長
期
化
に
よ
る
深
刻
な
経
済
状
況
や
子
ど
も
の
貧
困
問
題

等
、重
要
性
を
増
し
た
課
題
等
を
踏
ま
え
、次
の
３
つ
の
項
目
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
１
つ
目
は「
県
経
済
と
県
民
生
活
の
再
生
」で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
厳
し
い
状
況
に
直
面
す
る
県
経
済
や
県
民
生
活
に
つ
い
て
、成

長
著
し
い
ア
ジ
ア
に
隣
接
し
、人
流
、物
流
、投
資
、情
報
が
集
積
す
る
ア
ジ
ア
の
結
節
点
と
し

て
発
展
し
う
る
潜
在
力
等
、沖
縄
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
や
魅
力
を
生
か
し
た
施
策
を
展
開
し
、県

経
済
の
再
生
や
県
民
所
得
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
２
つ
目
は「
子
ど
も
・
若
者
・
女
性
支
援
施
策
の
さ
ら
な
る
充
実
」で
す
。

　「
沖
縄
県
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
基
金
」を
活
用
し
貧
困
対
策
に
全
力
で
取
り
組
む
と

と
も
に
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
や
女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
、社
会
人
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
若
年
者
へ
の
支
援
な
ど
、子
ど
も
・
若
者
・
女
性
へ
の
更
な
る
支
援
拡
充
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
３
つ
目
は「
辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
・
米
軍
基
地
問
題
」で
す
。

　
平
成
25
年
に
県
議
会
議
長
及
び
41
全
市
町
村
の
首
長
・
議
会
議
長
が「
米
軍
普
天
間
基
地

を
閉
鎖
・
撤
去
し
、県
内
移
設
を
断
念
す
る
こ
と
」を
求
め
た
建
白
書
の
精
神
、こ
れ
ま
で
の
県

知
事
選
挙
や
県
民
投
票
で
県
民
の
皆
様
が
一
貫
し
て
示
し
て
き
た
辺
野
古
新
基
地
建
設
反

対
の
思
い
を
実
現
す
る
た
め
、揺
る
ぎ
な
い
信
念
を
持
ち
、県
民
の
先
頭
に
立
っ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
誰
も
が
輝
き
、誰
も
が
尊
重
さ
れ
、そ
し
て
誰
も
が
希
望
の
う
ち
に
喜
び
を
見
つ
け
る
こ
と

が
当
た
り
前
に
実
現
す
る
島
、幸
福
が
真
に
実
感
で
き
る
沖
縄
を
目
指
し
、全
身
全
霊
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。県
民
の
皆
様
に
は
、引
き
続
き
県
政
へ
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
明
る
く
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し

ま
し
て
新
年
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

く
と
ぅ
し
ん
　
ゆ
た
さ
る
ぐ
と
ぅ
　
う
に
げ
ー
さ
び
ら

（
今
年
も
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。）
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五
年
一
月
一
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

沖
縄
県
知
事
　
玉
城
　
デ
ニ
ー

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

県内コンビニ、モノレール各駅等で無料配布しています。また、公共機関や
銀行、病院など多くの方々が利用する施設でもご覧いただけます。新規設
置施設も受付致しておりますので、関心のある方は広報課までご連絡くだ
さい。なお、全世帯向けの個別配布は致しかねます。ご了承ください。

146万8,876人
※前月比242人の増加

63万2,604世帯
※前月比522の増加

本号の電子Book版とバックナンバーは
ホームページでご覧いただけます。

一年を通して気温が暖かい南国
ならではの珍しい花、美しさに目
を奪われます。身近にあって心を
癒してくれる花たちを散策中に
見かけて眺めたり、香りを楽しん
でいる様子を描きました。

今月の表紙

「沖縄の花々」
山里 美紀子

沖縄県庁広報課
公式LINE

総人口 世帯数

@okinawa-
government

沖縄県庁広報課
公式ツイッター

@okinawa_pref

年頭のご挨拶
県政フラッシュ
特集：「沖縄県」この一年
沖縄あんやたんかんやたん -2007年～2011年編-
取り戻そう！健康長寿おきなわ！
-あなたのお酒は百薬の長ですか？-

県の動き１
県の動き２
あの作品のロケ地へGO! 美ら島ロケ地めぐり［うるま市］
県の動き3（沖縄県・福建省友好県省締結25周年！）
情報ひろば
県の動き4（離島フェア 2022 名品にちむどんどん 発見！ときめく島の推し）
読者プレゼント・読者の声
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1 令和4年11月1日現在

「ResorTech EXPO
 2022 

in O
kinaw

a

」の
開
催

10
　沖
縄
大
交
易
会
2
0
2
2
」の
開
催

11/18
11/17

11/24

11/14▲

12/2

　
県
内
全
産
業
の
D
X
推
進
を

目
指
す
国
際
I
T
見
本
市

「ResorTech EXPO

」（
以
下

「
E
X
P
O
」と
い
う
。）が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。4
回
目
の
今
年

は
、国
内
外
か
ら
過
去
最
多
と
な

る
1
5
0
以
上
の
企
業
等
が
参

加
し
、I
T
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の

展
示
・
商
談
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

D
X
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
沖

縄
の
I
T
産
業
の
歩
み
を
振
り

返
る
復
帰
50
周
年
記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、大

き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し

た
。

　
県
で
は
、E
X
P
O
の
開
催
支

～ちゅらしまおきなわ～

「
北
大
東
島
海
底
光
ケ
ー
ブ
ル

開
通
記
念
式
典
」の
開
催

　
沖
縄
本
島
と
北
大
東
島
を
結

ぶ
海
底
光
ケ
ー
ブ
ル
が
開
通
し
、

県
内
全
て
の
自
治
体
が
光
ケ
ー

ブ
ル
で
接
続
さ
れ
た
こ
と
を
記

念
し
て
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
沖
縄
県
市
町
村
自

治
会
館
と
北
大
東
村
人
材
交
流

セ
ン
タ
ー
を
映
像
中
継
で
結
び
、

関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、高
速
大
容
量
な
双
方
向

通
信
環
境
を
活
用
し
、本
島
会
場

の
琉
球
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

と
北
大
東
会
場
の
大
東
太
鼓・北

曙
会
が
遠
隔
地
間
で
の
合
奏
を

披
露
し
ま
し
た
。

諸
外
国
要
人
に
よ
る
知
事
表
敬
訪
問

11
14

　
11
月
14
日
に
駐
日
ペ
ル
ー
大
使

ロ
ベ
ル
ト
・
セ
ミ
ナ
リ
オ
氏
、
11

月
21
日
に
駐
日
ネ
パ
ー
ル
大
使

ド
ゥ
ル
ガ
・
バ
ハ
ド
ゥ
ル
・
ス
ベ

デ
ィ
氏
、
12
月
２
日
に
台
北
市
長

柯
　
文
哲
（
か  

ぶ
ん
て
つ
）
氏
が

玉
城
知
事
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

（サッカーキャンプ＆プロ野球キャンプ2023）

（太陽光発電などの再エネ設備導入をお助けします！）

援
も
含
め
、Re

so
rT
e
c
h
 

O
kinaw

a

の
推
進
に
よ
る
産
業

D
X
の
加
速
化
に
向
け
た
各
種

施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
食
」を
テ
ー
マ
に
し
た
日
本
最

大
級
の
国
際
商
談
会「
10
　
沖
縄

大
交
易
会
2
0
2
2
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
玉
城
知
事
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
の
主
催
者
挨
拶
で
、「
東

ア
ジ
ア
の
中
心
に
位
置
す
る
地
理

的
優
位
性
を
活
か
し
た
国
際
物
流

拠
点
・
交
易
拠
点
と
し
て
の
沖
縄

の
可
能
性
を
見
出
し
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
」と
述
べ
ま
し

た
。ま
た
、沖
縄
大
交
易
会
10
周
年

の
節
目
と
な
る
今
年
度
は
、従
来

の
商
談
会
に
加
え
、県
民
向
け
の

全
国
特
産
品
展
示
即
売
会
等
の
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

台北市長　柯　文哲（か ぶんてつ）氏 駐日ペルー大使ロベルト・
セミナリオ氏

駐日ネパール大使ドゥルガ・
バハドゥル・スベディ氏

th

th

「

▲

美ら島沖縄 2023.1 2
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月
21
日
に
駐
日
ネ
パ
ー
ル
大
使

ド
ゥ
ル
ガ
・
バ
ハ
ド
ゥ
ル
・
ス
ベ

デ
ィ
氏
、
12
月
２
日
に
台
北
市
長

柯
　
文
哲
（
か  

ぶ
ん
て
つ
）
氏
が

玉
城
知
事
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

（サッカーキャンプ＆プロ野球キャンプ2023）

（太陽光発電などの再エネ設備導入をお助けします！）

援
も
含
め
、Re

so
rT
e
c
h
 

O
kinaw

a

の
推
進
に
よ
る
産
業

D
X
の
加
速
化
に
向
け
た
各
種

施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
食
」を
テ
ー
マ
に
し
た
日
本
最

大
級
の
国
際
商
談
会「
10
　
沖
縄

大
交
易
会
2
0
2
2
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
玉
城
知
事
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
の
主
催
者
挨
拶
で
、「
東

ア
ジ
ア
の
中
心
に
位
置
す
る
地
理

的
優
位
性
を
活
か
し
た
国
際
物
流

拠
点
・
交
易
拠
点
と
し
て
の
沖
縄

の
可
能
性
を
見
出
し
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
」と
述
べ
ま
し

た
。ま
た
、沖
縄
大
交
易
会
10
周
年

の
節
目
と
な
る
今
年
度
は
、従
来

の
商
談
会
に
加
え
、県
民
向
け
の

全
国
特
産
品
展
示
即
売
会
等
の
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

台北市長　柯　文哲（か ぶんてつ）氏 駐日ペルー大使ロベルト・
セミナリオ氏

駐日ネパール大使ドゥルガ・
バハドゥル・スベディ氏

th

th

「

▲

美ら島沖縄 2023.13



4 年ぶり
開催へ！ 令和５年１月21日（土）・22日（日）　 10時～17時

SPECIAL FEATURE

特 集2日9日

4月
1日

4月
1日

5月
15日

10月
1日

10月
11日

10月
22日

玉
城
知
事
が
会
見
で
、
県
内
で
感
染
が
広
が
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は

米
軍
基
地
由
来
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
旨
等
を
発

表
　※

コ
ロ
ナ
関
連

国
が
指
定
し
た
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
を
実
施

す
べ
き
期
間
の
開
始
　※

コ
ロ
ナ
関
連

【
実
施
期
間
】
１
月
９
日
〜
２
月
20
日

3月
25日28日30日31日
「
公
立
沖
縄
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
整
備
基
本
計
画
」

を
策
定

県
内
野
菜
産
地
の
糸
満
市
に
お
い
て「
き
ゅ
う
り
」

が
初
の
拠
点
産
地
認
定

10
年
後
の
県
立
病
院
の
目
指
す
べ
き
将
来
像
を
定

め
た「
県
立
病
院
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定

「
沖
縄
県
子
ど
も
の
貧
困
対
策
計
画（
第
２
期
）」を

策
定

　
2
0
2
2
年
は
、
沖
縄
に
と
っ
て
本
土
復
帰
か
ら
50
年
の
節
目
の
年
で
あ
り
、
県
で
は
記
念
事
業
と
し
て
、

「
美
ら
島
お
き
な
わ
文
化
祭
2
0
2
2
」、「
沖
縄
復
帰
50
周
年
記
念
式
典
」、「
第
７
回
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ

大
会
」
な
ど
多
く
の
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
５
月
15
日
に
は
こ
の
先
10
年
の
沖
縄
の
方
向
性
を

示
す
「
新
・
沖
縄
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
」
を
策
定
す
る
な
ど
、
大
変
意
義
深
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
元
年
に
火
災
に
よ
り
焼
失
し
た
首
里
城
正
殿
の
復
興
工
事
が
始
ま
り
、
ス
タ
ー
ト
に
あ
わ
せ

て
実
施
し
た
復
興
イ
ベ
ン
ト
は
、
首
里
城
を
想
う
皆
様
に
着
実
に
復
元
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
お
伝
え
す
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
策
定
し
た
「
新
・
沖
縄
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
」
の
取
組
を
加
速
さ
せ
、
平
和
で
誇
り
あ

る
豊
か
さ
「
新
時
代
沖
縄
」
を
更
に
そ
の
先
へ
進
め
、
誰
も
が
輝
き
、
尊
重
さ
れ
、
そ
し
て
希
望
の
う
ち
に

喜
び
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
島
、
幸
福
が
真
に
実
感
で
き
る
沖
縄
を
目
指
し
、
各
種
施
策
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。

おきなわ工芸の杜は、「歴史・技術を伝え
未来をつむいでいく」をコンセプトに、工
芸品についての情報発信、作り手の支援、
作り手と使い手の交流の拠点となる施設
として開館しました。

県立学校24年ぶりの新設校として、「県立
那覇みらい支援学校」が開校しました。小
学部1年生から高等部3年生まで計240名
が将来の自立と社会参加に向けて学んで
います。（令和４年５月１日現在）

本土復帰50周年の年を記念し、国と県の共
催により、天皇皇后両陛下のオンラインで
の御臨席のもと、沖縄と東京の２会場で沖
縄復帰50周年記念式典を開催しました。

北部地区の人材育成及び教育環境整備の観
点から、県立中高一貫教育校として「県立名
護高等学校附属桜中学校」が設置され、現
在、令和５年４月開校に向けて取り組んで
います。

糸満漁港に整備した高度衛生管理型荷捌
施設を、沖縄県水産公社地方卸売市場（愛
称：イマイユ市場）として開設しました。
初競りでは、マグロ類や沿岸魚約14トン
が水揚げされ、一番競りのメバチマグロ
に20,000円/kgと、過去最高値が付きま
した。

天皇皇后両陛下が即位後初めて御来県さ
れ、美ら島おきなわ文化祭2022の開会式
への御臨席や沖縄戦没者墓苑での御供花
のほか、大会関連行事や県内事情を御視察
されました。（～10/23）

本土復帰50周年となる５月15日に、これ
からの10年の方向性を示す「新・沖縄２１
世紀ビジョン基本計画」を策定し、玉城知
事から岸田内閣総理大臣へ同計画を手交
しました。

世界中の沖縄空手の愛好家が「空手発祥
の地・沖縄」に集結し交流を深め、沖縄空
手の技や精神性を今後も正しく保存・継
承し、沖縄伝統空手及び古武道の将来に
わたっての振興を図ることを目的に沖縄
空手世界大会が開催されました。（～8/9）

パラオ共和国からオンラインでウィップス大統
領、アイタロー国務大臣、その他多くの関係者の
ご臨席のもと、「沖縄県とパラオ共和国との友好
関係の強化に向けた覚書（MOU）」の締結式を開
催しました。沖縄県が他国との間で包括的な
MOUを締結するのは、これが初めてとなります。

「チムドンドン　魅力がいっぱい　県産
品」をテーマに、沖縄の産業まつりが、３年
ぶりに奥武山公園及び県立武道館で開催
されました。３日間で23万9,100人の来場
があり、賑わいを見せました。（～10/23）

沖縄平和賞は、平成13年の創設から今年
で21年目を迎え、本土復帰50年の節目で
ある第11回沖縄平和賞は、「公益財団法人
沖縄県女師・一高女ひめゆり平和祈念財
団立ひめゆり平和祈念資料館」に贈賞し
ました。

10月30日に行われた第７回世界のウチ
ナーンチュ大会「前夜祭パレード」では、約
3200人以上の参加者が自国の民族衣装等
を身にまとい、歌や踊りを披露しながら、国
際通りをパレードしました。（～11/3）

金武町と連携し、ギンバル訓練場跡地に
位置する海岸の整備を進め、KINサンライ
ズビーチ海浜公園として令和4年9月に供
用しました。

琉球王国の時代より、首里城の造営や修繕
の際に行われていた「木曳式（こびきしき）」
にならい、使用する材木を首里城へ運び込
むイベントを開催しました。寄附金を活用
し県が調達した県産木材・オキナワウラジ
ロガシをお披露目する機会となりました。

4月
1日1日1日

5月
7日15日15日27日3日

陸
上
自
衛
隊
第
15
旅
団
に
対
し
、緊
急
患
者
空
輸

１
万
件
到
達
に
係
る
感
謝
状
を
贈
呈 

6月
13日29日

玉
城
知
事
に
よ
る
粟
国
村
へ
の
行
政
視
察
を
実
施

（
〜
6
／
8
）

学
校
P
C
R
検
査
事
業
を
、有
症
状
の
小
中
高
生

の
い
る
世
帯
へ
の
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
配
布
事
業

（
R
A
D
E
C
O
）へ
移
行
　※

コ
ロ
ナ
関
連

２
年
４
か
月
ぶ
り
に
国
内
ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港

（
〜
６
／
30
）

7月
1日1日1日11日20日21日22日29日
「
お
き
な
わ
S
m
a
r
t
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定 

宜
野
湾
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
整
備
を
進
め
て
い
た
、新

た
な
水
処
理
施
設
を
供
用
開
始

「
沖
縄
県
ち
ゅ
ら
パ
ー
キ
ン
グ
利
用
証
制
度
」が
ス

タ
ー
ト

「
第
６
次
沖
縄
県
観
光
振
興
基
本
計
画
」を
策
定

沖
縄
県
平
和
祈
念
資
料
館
の
常
設
展
示
室
へ
の
入

館
者
数
が
8
0
0
万
人
を
達
成

「
沖
縄
県
医
療
非
常
事
態
宣
言
」の
発
出
　※

コ
ロ
ナ
関
連

【
発
出
期
間
】７
月
21
日
〜
９
月
29
日

沖
縄
県
系
移
民
渡
航
記
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
公
開

「
沖
縄
県
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
」を
公
布・施
行

8月
1日1日3日4日15日

9月
9日16日23日30日

ハ
ワ
イ
州
公
共
図
書
館・
沖
縄
県
立
図
書
館 

姉
妹

図
書
館
協
定
書
を
締
結

県
の
各
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
表
彰
す
る

令
和
４
年
度
沖
縄
県
功
労
者
表
彰
式
の
開
催

11月
3日12日14日17日22日24日24日30日

10月
1日6日

10
th

2行の行事で９件ほど、追加可能です

5月
15日

8月
1日

8月
26日

9月
23日

10月10月
28日

10月
30日

11月
3日

1月
7日

8月
26日

10月
22日22日 21日28日30日2日3日 23日 17日26日14日

首
里
城
復
興
課
、
感
染
症
医
療
確
保
課
の
設
置

県
立
那
覇
み
ら
い
支
援
学
校
開
校

お
き
な
わ
工
芸
の
杜
開
館

「
平
和
で
豊
か
な
沖
縄
の
実
現
に
向
け
た
新
た
な

建
議
書
」を
発
表

沖
縄
復
帰
50
周
年
記
念
式
典
の
開
催

「
新・沖
縄
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
」を
策
定

第
７
回「
山
の
日
」全
国
大
会
の
沖
縄
開
催
が
決
定

沖
縄
空
手
世
界
大
会
2
0
2
2
の
開
催（
〜
８
／
９
）

世
界
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル（
オ
ラ
ン
ダ
　
ケ
ル
ク
ラ
ー

デ
市
）

S
H
O
W
部
門
　
C
h
a
m
p
i
o
n
s
h
i
p 

D
i
v
i
s
i
o
n

ワ
ー
ル
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

西
原
高
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
受
賞

１
日
あ
た
り
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
新
規
陽
性

者
数
が
過
去
最
高
の
６
，０
０
０
名
超
確
認
　

※

コ
ロ
ナ
関
連

国
か
ら「
Ｂ
Ａ
．５
対
策
強
化
地
域
」に
位
置
づ
け
ら

れ
る
　※

コ
ロ
ナ
関
連

【
指
定
期
間
】８
月
４
日
〜
９
月
16
日

第
11
管
区
海
上
保
安
本
部
に
対
し
、本
土
復
帰
以
来

50
年
間
の
離
島
急
患
搬
送
等
の
任
務
に
対
し
感
謝

状
を
贈
呈

伊
是
名
村
へ
の
水
道
用
水
供
給
開
始

（
水
道
広
域
化
の
実
施
）

離
島
振
興
の
総
合
的
計
画
で
あ
る「
次
代
を
拓
く

持
続
可
能
な
島
づ
く
り
計
画 ―

新
・
沖
縄
２１
世
紀

ビ
ジ
ョ
ン
離
島
振
興
計
画―

」を
策
定

パ
ラ
オ
共
和
国
と
友
好
関
係
強
化
に
関
す
る
覚
書

を
締
結

「
沖
縄
県
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
M
I
C
E
エ
リ
ア
形
成

事
業
基
本
計
画
」を
策
定

北
部
地
区
に
県
立
中
高
一
貫
教
育
校
と
し
て「
県

立
名
護
高
等
学
校
附
属
桜
中
学
校
」
を
設
置

第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
鹿
児
島
大
会
に
竹

富
町
か
ら
初
出
場
し
、
県
勢
過
去
最
高
の
４
位
に

輝
い
た

県
内
初
の
高
度
衛
生
管
理
型
卸
売
市
場「
イ
マ
イ

ユ
市
場
」
を
開
設

「
沖
縄
県
総
合
交
通
体
系
基
本
計
画
」
を
策
定

「
第
46
回
沖
縄
の
産
業
ま
つ
り
」の
開
催(

〜
10
／
23
）

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
美
ら
島
お
き
な
わ
文
化
祭
２

０
２
２
及
び
地
方
事
情
御
視
察
の
た
め
本
県
へ
行

幸
啓(

〜
10
／
23
）

美
ら
島
お
き
な
わ
文
化
祭
２
０
２
２（
第
37
回
国
民

文
化
祭
　
第
22
回
全
国
障
害
者
芸
術・文
化
祭
）の

開
催(

〜
11
／
27
）

第
11
回
沖
縄
平
和
賞
授
賞
式
の
開
催

第
７
回
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
の
開
催

(

〜
11
／
３
）

令
和
首
里
城
復
興
イ
ベ
ン
ト

「
い
ざ
首
里
城
　
令
和
の
木
曳
式
」
の
開
催

「
エ
コ
ラ
イ
フ
＆
ネ
イ
チ
ャ
ー
フ
ェ
ア
2
0
2
2
」

〜
未
来
へ
つ
な
ぐ
世
界
自
然
遺
産
　
つ
く
ろ
う
自

然
史
博
物
館
〜（
令
和
４
年
度
県
民
環
境
フ
ェ
ア
）

の
開
催

北
大
東
島
海
底
光
ケ
ー
ブ
ル
開
通
記
念
式
典
の
開
催

「
R
e
s
o
r
T
e
c
h 

E
X
P
O 

2
0
2
2 

i
n  

O
k
i
n
a
w
a
」の
開
催（
〜
11
／
18
）

第
４４
回
全
国
土
地
改
良
大
会（
沖
縄
大
会
）の
開
催

「
　
　
沖
縄
大
交
易
会
２
０
２
２
」
の
開
催

（
〜
11
／
26
）

沖
縄
福
建
友
好
県
省
25
周
年
式
典
の
開
催

国
立
沖
縄
自
然
史
博
物
館
誘
致
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
〜
日
本
初
の
国
立
自
然
史
博
物
館
を
沖
縄
に
〜
」

の
開
催

21日

11日

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、青
年
農
業
士
３

名
、指
導
農
業
士
10
名
、女
性
農
業
士
３
名
を
認
定

す
る
と
と
も
に
、名
誉
指
導
農
業
士
３
名
の
方
々

に
感
謝
状
を
贈
呈

D
X
推
進
の
総
合
計
画
で
あ
る「
沖
縄
県
D
X
推

進
計
画
」
を
策
定

K
I
N
サ
ン
ラ
イ
ズ
ビ
ー
チ
＆
海
浜
公
園
開
園
式

辺
野
古
埋
立
変
更
承
認
申
請
に
対
す
る
不
承
認
処

分
を
取
り
消
し
た
国
土
交
通
大
臣
の
裁
決
を
取
り

消
す
よ
う
求
め
る
訴
え（
抗
告
訴
訟
）を
、
県
議
会

の
議
決
を
得
て
那
覇
地
方
裁
判
所
に
提
起
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4 年ぶり
開催へ！ 令和５年１月21日（土）・22日（日）　 10時～17時

SPECIAL FEATURE

特 集2日9日

4月
1日

4月
1日

5月
15日

10月
1日

10月
11日

10月
22日

玉
城
知
事
が
会
見
で
、
県
内
で
感
染
が
広
が
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は

米
軍
基
地
由
来
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
旨
等
を
発

表
　※

コ
ロ
ナ
関
連

国
が
指
定
し
た
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
を
実
施

す
べ
き
期
間
の
開
始
　※

コ
ロ
ナ
関
連

【
実
施
期
間
】
１
月
９
日
〜
２
月
20
日

3月
25日28日30日31日
「
公
立
沖
縄
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
整
備
基
本
計
画
」

を
策
定

県
内
野
菜
産
地
の
糸
満
市
に
お
い
て「
き
ゅ
う
り
」

が
初
の
拠
点
産
地
認
定

10
年
後
の
県
立
病
院
の
目
指
す
べ
き
将
来
像
を
定

め
た「
県
立
病
院
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定

「
沖
縄
県
子
ど
も
の
貧
困
対
策
計
画（
第
２
期
）」を

策
定

　
2
0
2
2
年
は
、
沖
縄
に
と
っ
て
本
土
復
帰
か
ら
50
年
の
節
目
の
年
で
あ
り
、
県
で
は
記
念
事
業
と
し
て
、

「
美
ら
島
お
き
な
わ
文
化
祭
2
0
2
2
」、「
沖
縄
復
帰
50
周
年
記
念
式
典
」、「
第
７
回
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ

大
会
」
な
ど
多
く
の
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
５
月
15
日
に
は
こ
の
先
10
年
の
沖
縄
の
方
向
性
を

示
す
「
新
・
沖
縄
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
」
を
策
定
す
る
な
ど
、
大
変
意
義
深
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
元
年
に
火
災
に
よ
り
焼
失
し
た
首
里
城
正
殿
の
復
興
工
事
が
始
ま
り
、
ス
タ
ー
ト
に
あ
わ
せ

て
実
施
し
た
復
興
イ
ベ
ン
ト
は
、
首
里
城
を
想
う
皆
様
に
着
実
に
復
元
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
お
伝
え
す
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
策
定
し
た
「
新
・
沖
縄
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
」
の
取
組
を
加
速
さ
せ
、
平
和
で
誇
り
あ

る
豊
か
さ
「
新
時
代
沖
縄
」
を
更
に
そ
の
先
へ
進
め
、
誰
も
が
輝
き
、
尊
重
さ
れ
、
そ
し
て
希
望
の
う
ち
に

喜
び
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
島
、
幸
福
が
真
に
実
感
で
き
る
沖
縄
を
目
指
し
、
各
種
施
策
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。

おきなわ工芸の杜は、「歴史・技術を伝え
未来をつむいでいく」をコンセプトに、工
芸品についての情報発信、作り手の支援、
作り手と使い手の交流の拠点となる施設
として開館しました。

県立学校24年ぶりの新設校として、「県立
那覇みらい支援学校」が開校しました。小
学部1年生から高等部3年生まで計240名
が将来の自立と社会参加に向けて学んで
います。（令和４年５月１日現在）

本土復帰50周年の年を記念し、国と県の共
催により、天皇皇后両陛下のオンラインで
の御臨席のもと、沖縄と東京の２会場で沖
縄復帰50周年記念式典を開催しました。

北部地区の人材育成及び教育環境整備の観
点から、県立中高一貫教育校として「県立名
護高等学校附属桜中学校」が設置され、現
在、令和５年４月開校に向けて取り組んで
います。

糸満漁港に整備した高度衛生管理型荷捌
施設を、沖縄県水産公社地方卸売市場（愛
称：イマイユ市場）として開設しました。
初競りでは、マグロ類や沿岸魚約14トン
が水揚げされ、一番競りのメバチマグロ
に20,000円/kgと、過去最高値が付きま
した。

天皇皇后両陛下が即位後初めて御来県さ
れ、美ら島おきなわ文化祭2022の開会式
への御臨席や沖縄戦没者墓苑での御供花
のほか、大会関連行事や県内事情を御視察
されました。（～10/23）

本土復帰50周年となる５月15日に、これ
からの10年の方向性を示す「新・沖縄２１
世紀ビジョン基本計画」を策定し、玉城知
事から岸田内閣総理大臣へ同計画を手交
しました。

世界中の沖縄空手の愛好家が「空手発祥
の地・沖縄」に集結し交流を深め、沖縄空
手の技や精神性を今後も正しく保存・継
承し、沖縄伝統空手及び古武道の将来に
わたっての振興を図ることを目的に沖縄
空手世界大会が開催されました。（～8/9）

パラオ共和国からオンラインでウィップス大統
領、アイタロー国務大臣、その他多くの関係者の
ご臨席のもと、「沖縄県とパラオ共和国との友好
関係の強化に向けた覚書（MOU）」の締結式を開
催しました。沖縄県が他国との間で包括的な
MOUを締結するのは、これが初めてとなります。

「チムドンドン　魅力がいっぱい　県産
品」をテーマに、沖縄の産業まつりが、３年
ぶりに奥武山公園及び県立武道館で開催
されました。３日間で23万9,100人の来場
があり、賑わいを見せました。（～10/23）

沖縄平和賞は、平成13年の創設から今年
で21年目を迎え、本土復帰50年の節目で
ある第11回沖縄平和賞は、「公益財団法人
沖縄県女師・一高女ひめゆり平和祈念財
団立ひめゆり平和祈念資料館」に贈賞し
ました。

10月30日に行われた第７回世界のウチ
ナーンチュ大会「前夜祭パレード」では、約
3200人以上の参加者が自国の民族衣装等
を身にまとい、歌や踊りを披露しながら、国
際通りをパレードしました。（～11/3）

金武町と連携し、ギンバル訓練場跡地に
位置する海岸の整備を進め、KINサンライ
ズビーチ海浜公園として令和4年9月に供
用しました。

琉球王国の時代より、首里城の造営や修繕
の際に行われていた「木曳式（こびきしき）」
にならい、使用する材木を首里城へ運び込
むイベントを開催しました。寄附金を活用
し県が調達した県産木材・オキナワウラジ
ロガシをお披露目する機会となりました。

4月
1日1日1日

5月
7日15日15日27日3日

陸
上
自
衛
隊
第
15
旅
団
に
対
し
、緊
急
患
者
空
輸

１
万
件
到
達
に
係
る
感
謝
状
を
贈
呈 

6月
13日29日

玉
城
知
事
に
よ
る
粟
国
村
へ
の
行
政
視
察
を
実
施

（
〜
6
／
8
）

学
校
P
C
R
検
査
事
業
を
、有
症
状
の
小
中
高
生

の
い
る
世
帯
へ
の
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
配
布
事
業

（
R
A
D
E
C
O
）へ
移
行
　※

コ
ロ
ナ
関
連

２
年
４
か
月
ぶ
り
に
国
内
ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港

（
〜
６
／
30
）

7月
1日1日1日11日20日21日22日29日
「
お
き
な
わ
S
m
a
r
t
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定 

宜
野
湾
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
整
備
を
進
め
て
い
た
、新

た
な
水
処
理
施
設
を
供
用
開
始

「
沖
縄
県
ち
ゅ
ら
パ
ー
キ
ン
グ
利
用
証
制
度
」が
ス

タ
ー
ト

「
第
６
次
沖
縄
県
観
光
振
興
基
本
計
画
」を
策
定

沖
縄
県
平
和
祈
念
資
料
館
の
常
設
展
示
室
へ
の
入

館
者
数
が
8
0
0
万
人
を
達
成

「
沖
縄
県
医
療
非
常
事
態
宣
言
」の
発
出
　※

コ
ロ
ナ
関
連

【
発
出
期
間
】７
月
21
日
〜
９
月
29
日

沖
縄
県
系
移
民
渡
航
記
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
公
開

「
沖
縄
県
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
」を
公
布・施
行

8月
1日1日3日4日15日

9月
9日16日23日30日

ハ
ワ
イ
州
公
共
図
書
館・
沖
縄
県
立
図
書
館 

姉
妹

図
書
館
協
定
書
を
締
結

県
の
各
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
表
彰
す
る

令
和
４
年
度
沖
縄
県
功
労
者
表
彰
式
の
開
催

11月
3日12日14日17日22日24日24日30日

10月
1日6日

10
th

2行の行事で９件ほど、追加可能です

5月
15日

8月
1日

8月
26日

9月
23日

10月10月
28日

10月
30日

11月
3日

1月
7日

8月
26日

10月
22日22日 21日28日30日2日3日 23日 17日26日14日

首
里
城
復
興
課
、
感
染
症
医
療
確
保
課
の
設
置

県
立
那
覇
み
ら
い
支
援
学
校
開
校

お
き
な
わ
工
芸
の
杜
開
館

「
平
和
で
豊
か
な
沖
縄
の
実
現
に
向
け
た
新
た
な

建
議
書
」を
発
表

沖
縄
復
帰
50
周
年
記
念
式
典
の
開
催

「
新・沖
縄
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
」を
策
定

第
７
回「
山
の
日
」全
国
大
会
の
沖
縄
開
催
が
決
定

沖
縄
空
手
世
界
大
会
2
0
2
2
の
開
催（
〜
８
／
９
）

世
界
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル（
オ
ラ
ン
ダ
　
ケ
ル
ク
ラ
ー

デ
市
）

S
H
O
W
部
門
　
C
h
a
m
p
i
o
n
s
h
i
p 

D
i
v
i
s
i
o
n

ワ
ー
ル
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

西
原
高
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
受
賞

１
日
あ
た
り
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
新
規
陽
性

者
数
が
過
去
最
高
の
６
，０
０
０
名
超
確
認
　

※

コ
ロ
ナ
関
連

国
か
ら「
Ｂ
Ａ
．５
対
策
強
化
地
域
」に
位
置
づ
け
ら

れ
る
　※

コ
ロ
ナ
関
連

【
指
定
期
間
】８
月
４
日
〜
９
月
16
日

第
11
管
区
海
上
保
安
本
部
に
対
し
、本
土
復
帰
以
来

50
年
間
の
離
島
急
患
搬
送
等
の
任
務
に
対
し
感
謝

状
を
贈
呈

伊
是
名
村
へ
の
水
道
用
水
供
給
開
始

（
水
道
広
域
化
の
実
施
）

離
島
振
興
の
総
合
的
計
画
で
あ
る「
次
代
を
拓
く

持
続
可
能
な
島
づ
く
り
計
画 ―

新
・
沖
縄
２１
世
紀

ビ
ジ
ョ
ン
離
島
振
興
計
画―

」を
策
定

パ
ラ
オ
共
和
国
と
友
好
関
係
強
化
に
関
す
る
覚
書

を
締
結

「
沖
縄
県
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
M
I
C
E
エ
リ
ア
形
成

事
業
基
本
計
画
」を
策
定

北
部
地
区
に
県
立
中
高
一
貫
教
育
校
と
し
て「
県

立
名
護
高
等
学
校
附
属
桜
中
学
校
」
を
設
置

第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
鹿
児
島
大
会
に
竹

富
町
か
ら
初
出
場
し
、
県
勢
過
去
最
高
の
４
位
に

輝
い
た

県
内
初
の
高
度
衛
生
管
理
型
卸
売
市
場「
イ
マ
イ

ユ
市
場
」
を
開
設

「
沖
縄
県
総
合
交
通
体
系
基
本
計
画
」
を
策
定

「
第
46
回
沖
縄
の
産
業
ま
つ
り
」の
開
催(

〜
10
／
23
）

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
美
ら
島
お
き
な
わ
文
化
祭
２

０
２
２
及
び
地
方
事
情
御
視
察
の
た
め
本
県
へ
行

幸
啓(

〜
10
／
23
）

美
ら
島
お
き
な
わ
文
化
祭
２
０
２
２（
第
37
回
国
民

文
化
祭
　
第
22
回
全
国
障
害
者
芸
術・文
化
祭
）の

開
催(

〜
11
／
27
）

第
11
回
沖
縄
平
和
賞
授
賞
式
の
開
催

第
７
回
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
の
開
催

(

〜
11
／
３
）

令
和
首
里
城
復
興
イ
ベ
ン
ト

「
い
ざ
首
里
城
　
令
和
の
木
曳
式
」
の
開
催

「
エ
コ
ラ
イ
フ
＆
ネ
イ
チ
ャ
ー
フ
ェ
ア
2
0
2
2
」

〜
未
来
へ
つ
な
ぐ
世
界
自
然
遺
産
　
つ
く
ろ
う
自

然
史
博
物
館
〜（
令
和
４
年
度
県
民
環
境
フ
ェ
ア
）

の
開
催

北
大
東
島
海
底
光
ケ
ー
ブ
ル
開
通
記
念
式
典
の
開
催

「
R
e
s
o
r
T
e
c
h 

E
X
P
O 

2
0
2
2 

i
n  

O
k
i
n
a
w
a
」の
開
催（
〜
11
／
18
）

第
４４
回
全
国
土
地
改
良
大
会（
沖
縄
大
会
）の
開
催

「
　
　
沖
縄
大
交
易
会
２
０
２
２
」
の
開
催

（
〜
11
／
26
）

沖
縄
福
建
友
好
県
省
25
周
年
式
典
の
開
催

国
立
沖
縄
自
然
史
博
物
館
誘
致
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
〜
日
本
初
の
国
立
自
然
史
博
物
館
を
沖
縄
に
〜
」

の
開
催

21日

11日

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、青
年
農
業
士
３

名
、指
導
農
業
士
10
名
、女
性
農
業
士
３
名
を
認
定

す
る
と
と
も
に
、名
誉
指
導
農
業
士
３
名
の
方
々

に
感
謝
状
を
贈
呈

D
X
推
進
の
総
合
計
画
で
あ
る「
沖
縄
県
D
X
推

進
計
画
」
を
策
定

K
I
N
サ
ン
ラ
イ
ズ
ビ
ー
チ
＆
海
浜
公
園
開
園
式

辺
野
古
埋
立
変
更
承
認
申
請
に
対
す
る
不
承
認
処

分
を
取
り
消
し
た
国
土
交
通
大
臣
の
裁
決
を
取
り

消
す
よ
う
求
め
る
訴
え（
抗
告
訴
訟
）を
、
県
議
会

の
議
決
を
得
て
那
覇
地
方
裁
判
所
に
提
起

美ら島沖縄 2023.15



4 年ぶり
開催へ！ 令和５年１月21日（土）・22日（日）　 10時～17時

興
南
高
校
春
夏
連
覇

県
勢
の
好
成
績
で
沸
い
た

ス
ポ
ー
ツ
！
注
目
を
集
め
る

沖
縄
の
文
化
と
芸
術

県
勢
の
好
成
績
で
沸
い
た

ス
ポ
ー
ツ
！
注
目
を
集
め
る

沖
縄
の
文
化
と
芸
術

　
2
0
0
7
年
か
ら
11
年
の
間
、今
で
も
語

り
継
が
れ
る
大
き
な
出
来
事
と
い
え
ば
、

「
興
南
高
校
の
甲
子
園
春
夏
連
覇
」が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。春
の
甲
子
園
で
は
１
９
９
９
年

の
沖
縄
尚
学
以
来
、夏
の
甲
子
園
で
は
県
勢

初
の
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
大
会
で
大

活
躍
し
た
島
袋
洋
奨
選
手
は
後
に
プ
ロ
野

球
入
り
を
果
た
し
、引
退
後
は
母
校
で
後
進

の
育
成
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。ま
た
プ
ロ
ゴ

ル
フ
の
世
界
で
は
、宮
里
藍
選
手
と
宮
里
美

香
選
手
の「
W
宮
里
」が
好
成
績
を
記
録
す

る
な
ど
、様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
で
県
勢
の
活
躍

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、沖
縄
を
代
表
す
る
伝
統
芸
能「
組

踊
」が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
、組
踊
の
世
界
か
ら
人
間
国
宝
が
誕
生
。

県
立
博
物
館
・
美
術
館
の
開
館
も
あ
り
、文

化
や
芸
術
の
世
界
で
も
、注
目
を
集
め
る
大

き
な
出
来
事
が
続
き
ま
し
た
。

　
興
南
高
校
が
高
校
野
球
の
甲
子

園
で
、
1
9
9
8
年
の
横
浜
高
校

以
来
、
史
上
６
校
目
と
な
る
春
夏

連
覇
の
快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。

我
喜
屋
優
監
督
の
「
逆
境
を
友
達

に
」
と
い
う
指
導
論
も
全
国
か
ら

注
目
を
集
め
ま
し
た
。
ま
た
、
県

は
同
年
９
月
、
興
南
高
校
野
球
部

に
県
民
栄
誉
賞
を
贈
り
ま
し
た
。

　
2
0
2
2
年
５
月
15
日
で
沖
縄
が
本
土
復
帰
し
て
50
年
。
復
帰
か
ら
の
50

年
を
毎
号
５
年
ご
と
に
振
り
返
り
、主
な
ニ
ュ
ー
ス
や
出
来
事
と
共
に
紹
介
。

　
そ
の
当
時
を
知
ら
な
い
人
は
学
び
な
が
ら
、
そ
の
当
時
を
知
る
人
は「
あ

ん
や
た
ん
、
か
ん
や
た
ん（
あ
あ
だ
っ
た
、
こ
う
だ
っ
た
）」
と
懐
か
し
み
な

が
ら
そ
の
時
代
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！

そのほか沖縄からの出場校と
しては、選抜高等学校野球大会
（春の甲子園）で沖縄尚学高校
が２度（1999、2008年）、優勝
しています。

　宮古の池間島に防風林として植え
られてきた、テリハボクの種子から作
られるスキンケアオイル。製造の行程
で一切熱を加えていないのでビタミ
ンなどの有用成分を壊すことなく、美
しい肌へと導きます。一方、製品づく
りを通して、島の自然と人々の暮らし
を豊かにすることも目指しており、例

2007年

史上6校目の快挙を達成

ここがポイント

2010年

ここがポイント

2010年

2007年～2011年編

2007年
●集中豪雨で安里川が氾濫し、近隣に大きな
被害をもたらす

●沖縄戦の記述について教科書検定意見撤
回を求める県民大会が実施される

2008年
●南米ブラジル・アルゼンチンで県人移民
100周年式典開催

●北京パラリンピックの陸上男子マラソン
（車いす）で上与那原寛和氏が銀メダル獲得

2009年　
●琉球ゴールデンキングスがbjリーグ参入
2年目で初優勝

●琉球舞踊が国の重要無形文化財に指定、保
持者39人が総合認定される

2010年
●沖縄本島近海で地震が発生し、約100年ぶ
りの震度5相当を観測

●政府は米軍普天間飛行場の県外移設を検
討の末、名護市辺野古への移設に再度決定

2011年　
●西江喜春氏が「組踊音楽歌三線」の人間国
宝に認定

●第5回世界のウチナーンチュ大会が開催
され、史上最多の7,363人が参加

エースの島袋
洋奨投

手の好投と強
力打線

が実力を存分
に発揮

しました

その他主な出来事

えば島内で全ての作業を行うことで
仕事を生み出し、地域経済の活性化
に寄与しています。また自然落下し
た種子を使うため、既存の自然に負
荷をかけることなく、残渣（ざんさ）
は全て畑などの肥料として活用し、
廃棄物の減少につなげます。

naure（ナウレ）のタヌマオイル

☎0980-75-2501
https://yarabutree.com/

島の未来を担う、次世代の「ものづく
り」

【問い合わせ】
ヤラブの木

沖縄県立博物館・美術館
オープン

沖縄の歴史・文化・芸術が
一堂に集まる

那覇市首里から移設された県立博物館と、
新設の県立美術館が併設された複合施設
が那覇市おもろまちに開館しました。沖縄
の歴史や文化などの研究・調査と地域活性
化の両方の役割を担っています。

ユネスコは、「人類の無形遺産の代表的な一覧」
に組踊を登録することを決定しました。県内か
らの登録は初となり、組踊は沖縄が世界に誇る
無形文化遺産として認められました。

沖縄科学技術大学院大学
（OIST）が設立

恩納村で
世界最高水準の教育と研究を

沖縄の自立的発展と世界の科学技術向上に
寄与することを目的に政府主導で設立され
ました。生徒の80%が外国人とグローバルな
大学で、シュプリンガー・ネイチャー社の「質
の高い論文ランキング2019」では東大や京
大を抜いて世界9位に選ばれました。

組踊がユネスコ無形文化
遺産に登録

沖縄が誇る伝統芸能が
世界へ羽ばたく

提供：沖縄タイムス社

提供：沖縄県立博物館・美術館

2007年～2011年

HP

協
力：沖
縄
県
立
芸
術
大
学
芸
術
文
化
研
究
所 

共
同
研
究
員 

仲
村
顕

2022年10月には、OISTに
在籍するスバンテ・ペーボ教
授がノーベル賞（ノーベル生
理学・医学賞）を受賞して、国
内における存在感を知らし
めました。

2011年

提供：OIST

先端技術で
事業を

起こすスタ
ート

アップの育
成にも

注力していま
す

よ
う
す
け

提供：沖縄タイムス社
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4 年ぶり
開催へ！ 令和５年１月21日（土）・22日（日）　 10時～17時
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被害をもたらす

●沖縄戦の記述について教科書検定意見撤
回を求める県民大会が実施される
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●南米ブラジル・アルゼンチンで県人移民
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（車いす）で上与那原寛和氏が銀メダル獲得
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●琉球ゴールデンキングスがbjリーグ参入
2年目で初優勝

●琉球舞踊が国の重要無形文化財に指定、保
持者39人が総合認定される

2010年
●沖縄本島近海で地震が発生し、約100年ぶ
りの震度5相当を観測

●政府は米軍普天間飛行場の県外移設を検
討の末、名護市辺野古への移設に再度決定
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●西江喜春氏が「組踊音楽歌三線」の人間国
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され、史上最多の7,363人が参加
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沖縄県立博物館・美術館
オープン

沖縄の歴史・文化・芸術が
一堂に集まる

那覇市首里から移設された県立博物館と、
新設の県立美術館が併設された複合施設
が那覇市おもろまちに開館しました。沖縄
の歴史や文化などの研究・調査と地域活性
化の両方の役割を担っています。

ユネスコは、「人類の無形遺産の代表的な一覧」
に組踊を登録することを決定しました。県内か
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無形文化遺産として認められました。

沖縄科学技術大学院大学
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大学で、シュプリンガー・ネイチャー社の「質
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